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まえがき 

 

本書は，｢ジオテキスタイル補強土壁・急勾配補強盛土設計システム（ＧＥＯ－Ｗ2013）｣

について説明したものです。 

本システムは，ジオテキスタイル補強材について検討するものであり，壁面工の安定性の検

討，構造細目については別途検討が必要です。 

また，ジオテキスタイル補強材の設計においても「ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・

施工マニュアル（第2回改訂版）」に記述された範囲以外の設計条件において検討する場合，本シ

ステムのほかに別途検討を要す。 

 

「ジオテキスタイル盛土排水・補強盛土設計システム（ＧＥＯ－Ｄ2013）」および｢ジオテ

キスタイル緩勾配補強盛土設計システム（ＧＥＯ－Ｅ2013）｣は，別冊になっています。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

・Ｗindows および Ｍicrosoft Ｗord は米国マイクロソフト社の登録商標です。 

・このプログラムおよび使用説明書の内容を予告なしに変更･改編･改良することがありま

す。 
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１. 概  要 
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１.１ 概    要 

本システムは，(一財)土木研究センター発行（別売）の「ジオテキスタイルを用いた補強

土の設計・施工マニュアル（第2回改訂版）」に基づき，壁面勾配が 1：0.6より急勾配とな

る補強土壁に適用される「ジオテキスタイル補強土壁工法」およびのり面勾配が 1:1.0 ～ 

1:0.6 の盛土に適用される「ジオテキスタイル補強盛土工法」についてのジオテキスタイル

補強材の設計をパソコンにより行います。 

ジオテキスタイルの材料選定，敷設枚数，敷設間隔，敷設長の設計検討を対話形式で行

い，検討結果を報告書スタイルの設計計算書としてＭＳ－Ｗｏｒｄファイルに作成できま

す。 

本システムは，常時および地震時において，それぞれ以下の計算を行い，安全かつ経済的

な設計を迅速に行います。 

(1)  無補強時の安定検討 

基礎地盤を含めた無補強盛土の安定計算を行い，補強が必要であるか否かの検討を行い

ます。 

(2)  内的安定の検討 

補強材が必要な場合，上記「設計・施工マニュアル」に従って，補強材の必要引張力を

算出し，補強材の材料選定，敷設枚数，敷設間隔，敷設長の検討を行います。 

(3)  外的安定の検討 

補強土壁工法の場合，補強材敷設領域を仮想的な擁壁とみなし，滑動・転倒・支持力の

検討を行います。 

(4)  全体安定の検討 

補強材を敷設した状態で基礎地盤も含めた全体の安定計算を行い，補強土壁の安定につ

いての照査を行います。 

(5)  その他の補強材を含む全体安定の検討 

また，補強土壁範囲のみならず上載盛土にも補強材を敷設した場合の全体安定の検討が

行えます。 
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のり面勾配が 1：1.0 より緩い補強盛土の設計を行う場合は，「ジオテキスタイル緩勾配

補強盛土設計システム（ＧＥＯ－Ｅ2013）」または「ジオテキスタイル盛土排水・補強盛土

設計システム（ＧＥＯ－Ｄ2013）」を使用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水補強材としての設計 

補強盛土工法（引張補強材としての設計） 

（のり面勾配；1:1.0より緩い） 

 

排水補強材としての設計 

＋引張補強材としての設計 

ジオテキスタイル盛土排水 

･補強盛土設計システム 

ＧＥＯ－Ｄ2013 

補強盛土工法（引張補強材の設計） 

（のり面勾配；1:1.0～1:0.6） 

補強土壁工法（引張補強材の設計） 

（壁面勾配；1:0.6より急勾配） 

ジオテキスタイル補強土壁 

・急勾配補強盛土設計システム 

ＧＥＯ－Ｗ2013 

ジオテキスタイル緩勾配 

補強盛土設計システム 

ＧＥＯ－Ｅ2013 
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１.２ 機能および特徴 

(１) 補強材の敷設設計 
⚫ 補強材料は材料登録ファイルに予め登録し，その中から使用材料を選択します。材料登

録ファイルは設計者が自由に登録できます。 

⚫ 補強材は同時に複数の使用材料が敷設可能です。例えば下側に高強度の補強材，上側に

低強度の補強材を配置することにより経済的な材料選定と敷設配置が可能です。 

⚫ 補強材に使用する材料選定を行った後，材料配置，敷設枚数，敷設間隔はプログラムで

自動決定することができます。また，設計者の判断で，その値を変更することもできま

す。 

⚫ 補強材の敷設長は同長が基本ですが，基礎地盤の状況に合わせて個々に変更が可能で

す。 

⚫ 全ての検討は，常時と地震時の両方が検討できます。また，どちらかを単独に検討する

こともできます。 

⚫ 設計土質定数は常時と地震時で別々に入力可能です。 

(２) 円弧すべり計算機能 
⚫ 円弧すべり計算は，「無補強時の安定検討」，「最大必要引張力の計算」および「補強

時の全体安定検討」の３箇所で行います。 

⚫ 円弧すべり線は，次の３方法が任意に指定できます。 

・ 指定した点を通る円弧すべり線   ･･････ ポイント法 

・ 指定した直線に接する円弧すべり線 ･･････ ベース法 

・ 指定した半径での円弧すべり線   ･･････ Ｒ法 

⚫ 最小安全率の追跡は，最大１５×１５の初期矩形格子を設定することにより，半自動的

に行います。これらの最小値検索は条件を変えて最大２５ケース検討できます。また検

討結果は計算書にケース毎に選択して出力できます。 

⚫ 最小安全率追跡の履歴が表示されます。 

⚫ すべり円の分割片幅は，積分法で行いますので無限小の分割片幅です。 

⚫ 円弧すべりの表示図や安全率の分布図を表示することができます。 

⚫ コンクリート構造物等の円弧すべり線が通過しない層が指定できます。 

(３) 仮想的な擁壁としての計算 
⚫ 試行くさび計算は，裏込め土の背面に地山があり，１直線すべり線が地山に当たる場

合，２直線すべりで計算を行います。 

⚫ 基礎地盤の支持力の検討は検討の有無が入力可能です。 

(４) 基礎地盤の掘削 
⚫ 基礎地盤の座標に加えて掘削形状を入力することにより，プログラムで自動的に新基礎

地盤座標や設計土質定数を設定します。 

(５) 地下水位線 
⚫ 地下水位線がある場合，Ｘ，Ｙ座標値で任意に地下水位線を入力する方法と，土層単位

で空中単位体積重量γと水中単位体積重量γ'を入力する方法があります。 

(６) 画面機能 
⚫ 全ての検討は，「設計・施工マニュアル」の手順に従って対話形式で行います。 

⚫ 対話画面は，設計値を越えた場合の注意マーク，エラーメッセージなどが表示されま

す。 

⚫ 画面表示図は，拡大・移動・全体表示の機能があります。 

⚫ 設計安全率などの基本条件データは，「設計・施工マニュアル」に記載されている値

が，デフォルト値として画面上に表示され，入力値となります。必要によって，利用者

はその値を変更することができます。 

(７) 入出力機能 
⚫ 入力データは，利用者ファイルに保管し，再利用できます。 

⚫ 検討結果は，Ａ４版の「設計計算書」としてＭＳ－Ｗｏｒｄのファイルに保存します。 
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１.３ 計算基準 

 計算基準 

本システムは，次の基準に従って計算します。 

「ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュアル（第2回改訂版）」 

平成２５年１２月  

ジオテキスタイル補強土工法普及委員会 一般財団法人 土木研究センター 

 参考文献 

(１) 道路土工 擁壁工指針(平成２４年度版) 

平成２４年７月 

社団法人 日本道路協会 

 

(２) 道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部構造編 

平成２４年３月 

社団法人 日本道路協会 

 

１.４ 適用範囲および制限条件 

(１) 本システムは，主補強材の設計を目的とするものであり，安定補助材等の副補強材の

設計は行いません。 

(２) 補強材の登録数 ：最大９９材料 

(３) 盛土の層数 ：最大２０層 

(４) 基礎地盤の層数 ：最大２０層 

(５) １層の基礎地盤を表す座標点数 ：最大３０点 

(６) 掘削段数 ：最大３０段 

(７) 地下水位線を表す座標点数 ：最大３０点 

(８) 設計外力 ：載荷重（鉛直荷重）および雪荷重 

(９) 載荷重 ：活荷重，死荷重（分布荷重，集中荷重） 

 合わせて最大４０ケース 

(10) 円弧すべり格子点数 ：最大１５×１５点 

(11) 円弧すべり計算方法 

・ポイント法  ··· 同時に計算できる点数 ：最大２５点 

・ベース法  ···     〃   接線数 ：最大２５直線 

・Ｒ法  ···     〃   半径数 ：最大２５Ｒ 

(12) 敷設可能な補強材の枚数   ：最大１００枚 

(13) 上載盛土に敷設可能な補強材の枚数 ：最大１００枚 
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１.５ 稼動環境 

項     目 パ  ソ  コ  ン 

Ｏ Ｓ Windows 7 / 8 / 8.1 / 10 

ハードディスク １００ＭＢ以上の空き領域を持つハードディスク 

メモリ １ＧＢ以上 

解像度 １２８０×７２０ピクセル以上 

ソフトウェア Microsoft Word 2010 / 2013 / 2016 の導入が必要 

 

１.６ プログラム導入および実行方法 

(１) 本システムは，ハードディスクに導入して実行する仕様になっています。 

(２) プログラム導入方法 

プログラム導入方法は，別紙「プログラム導入の手引き」を参照して下さい。 

(３) プログラム実行方法 

スタートメニューまたは，デスクトップのショートカットから「ＧＥＯ－Ｗ2013」を実

行して下さい。 

 

１.７ 解析方法 

解析方法については，下記マニュアルを参照して下さい。 

「ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュアル（第2回改訂版）」 

平成２５年１２月  

ジオテキスタイル補強土工法普及委員会 一般財団法人 土木研究センター 

 

注意；上記マニュアルに記述された範囲以外の設計条件において検討する場合，本システ

ムのほかに別途検討が必要です。 



 １-７ 

１.８ 設計手順 

 常時の場合 

常時の場合の設計手順を下図に示します。 

  

基礎地盤を含む 

円弧すべりの安定計算 

YES 

 所定の安全性を確保できるか 

 NO 

ジオテキスタイルの 

配置見直し，または 

他工法との併用 

基本条件の確認 

必要引張力の合計の算定 

ジオテキスタイルの選定 

ジオテキスタイルの敷設間隔の決定 

壁面工の安定性の検討 

耐震設計 
YES 

ＳＴＡＲＴ 

 所定の安定性を 

確保できるか NO 

YES 

 地震時の検討を行うか 

 

ＥＮＤ 

NO 

設計条件の設定 

設計荷重の設定 

ジオテキスタイルの敷設長の決定 

滑動に対する検討 

転倒に対する検討 

支持力に対する検討 
ジオテキスタイルの 

配置見直し，または 

他工法との併用 

構造細目の検討 

内的安定検討 

外的安定検討 

全体安定検討 

注）･･･ の部分は，本システムに

は 
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 地震時の場合 

地震時の場合の設計手順を下図に示します。 

 

 

設計地震力の設定 

ＳＴＡＲＴ 

必要補強材張力の合計の算定 

ジオテキスタイルの選定 

ジオテキスタイルの敷設間隔の設定 

滑動・転倒・支持力に対する安定 

検討によるジオテキスタイルの 

敷設長のチェック 

ジオテキスタイルの敷設長の検討 

ジオテキスタイルの敷設長の見直し 

ＥＮＤ 

NO 

 内的安定の検討 

外的安定の検討 

 安定性を 

確保できるか 

NO 

YES 

壁面工の安定性の検討 

円弧すべり安定計算による 

ジオテキスタイルの 

配置のチェック 

ジオテキスタイルの選定･配置の変更 

 

全体安定の検討 

 所定の安全率を 

満足するか 

NO 

YES 

注）･･･ の部分は，本システムには 

    含まれていません。 
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２.１ メニュー項目 

⚫ メニューには下記のドロップダウンメニュー項目があります。 

⚫ ハードディスクにプログラムを導入し，最初にプログラムを稼動させる場合，[材料登録]メ

ニューをクリックし，使用材料の登録を行う必要があります。 

⚫ 新規に作成するデータの場合，[設計条件]メニューをクリックします。 

⚫ 既存データの変更の場合，[ファイル]メニューをクリックします。 

 [ファイル]メニュー 

⚫ [ファイル]メニューは，入力データの入出力および「設計計算書」のＭＳ－Ｗｏｒｄへ出力

などを行います。 

 

 [材料登録]メニュー 

⚫ [材料登録]メニューは，補強材の材料定数を予め登録しておきます。 

 

 [設計条件]メニュー 

⚫ [設計条件]メニューは，設計を行うための設計条件を入力します。 
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 [無補強時]メニュー 

⚫ [無補強時]メニューは，円弧すべり計算による無補強時の安定検討を行います。 

 

 [内的安定]メニュー 

⚫ [内的安定]メニューは，補強材の設計を行います。 

 

 [外的安定]メニュー 

⚫ [外的安定]メニューは，滑動・転倒・支持に対する安定検討を行います。 

 

 [全体安定]メニュー 

⚫ [全体安定]メニューは，円弧すべり計算による補強時の安定検討を行います。 

 

 [表示]メニュー 

⚫ [表示]メニューは，設計断面図，計算結果の図などを表示します。 
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 [ズーム]メニュー 

⚫ [ズーム]メニューは，表示された図の拡大などを行います。 

 

 [ヘルプ]メニュー 

⚫ [ヘルプ] メニューは，バージョン情報，計算基準などを表示します。 
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２.２ ファイル 

⚫ [ファイル]メニューをクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示されます。 

 

 入力データの新規作成 

⚫ [入力データの新規作成]メニューをクリックすると，本プログラムを新規に立ち上げた状態

になります。 

⚫ 現在検討しているデータをファイル保存した後，別の計算を行う場合にクリックします。 

 既存入力データを開く 

⚫ [既存入力データを開く]メニューをクリックすると下図の画面が表示されます。 

⚫ リスト項目の中から開きたい入力データファイル名を選択し，[開く]ボタンをクリックしま

す。 
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 ＧＥＯ－Ｗ２００２ 既存入力データを開く 

⚫ [ＧＥＯ－Ｗ２００２ 既存入力データを開く]メニューをクリックすると下図の画面が表示

されます。 

⚫ ＧＥＯ－Ｗ２００２により作成した旧入力データを読み込む場合，開きたいＧＥＯ－Ｗ２０

０２の入力データファイル名を選択し，[開く]ボタンをクリックします。計算方法が変更さ

れていますので，再度計算の必要があります。 

 

 入力データの上書き保存 

⚫ 現在開いている入力データファイルを上書き保存します。 

 入力データを名前を付けて保存 

⚫ [入力データを名前を付けて保存]メニューをクリックすると下図の画面が表示されます。 

⚫ 現在開いている入力データファイルを別の名前で保存したい場合，テキストボックスにファ

イル名を入力し，[保存]ボタンをクリックします。 
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 ＭＳ－Ｗｏｒｄへ出力 

⚫ [ＭＳ－Ｗｏｒｄへ出力]メニューをクリックすると下図の画面が表示されます。 

⚫ Ａ４版縦の用紙に報告書スタイルの｢設計計算書」をＭＳ－Ｗｏｒｄファイルに出力しま

す。 

⚫ [Word表示出力]チェックボックスをオン(∨印を付ける)にするとＷｏｒｄを画面上に表示し

た状態で設計計算書の出力を行います。 

⚫ 出力する項目はチェックボックスをオンにします。出力しない項目はオフにします。 

⚫ [表紙]の[計算書名]などの各テキストボックスに入力した項目は「設計計算書」の表紙に印

字されます。[計算名称]は[設計条件]メニューで入力します。 

⚫ [ページ表示位置]を変更する場合オプションボタンをクリックすることにより指定して下さ

い。 
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⚫ [ファイル設定]ボタンをクリックすると下記の画面が表示されます。「設計計算書」を出力

するファイル名を入力し[保存]ボタンをクリックします。 

 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックするとヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックす

ることにより，元の画面に戻ります。 

 

 ＤＸＦ形式作画ファイルへ出力 

⚫ [ＤＸＦ形式作画ファイルへ出力]メニューをクリックすると下図の画面が表示されます。 

⚫ 盛土形状，基礎地盤形状および補強材配置の作画データをＤＸＦ形式ファイルに出力しま

す。 
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２.３ 材料登録 

⚫ [材料登録]メニューをクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示されます。 

⚫ 登録した材料は［補強時-材料選定・敷設間隔］で使用します。 

⚫ 本システムを導入した後，[設計条件] を入力する前に [材料登録] のメニューをクリック

し「補強材の材料登録」を行って下さい。 

⚫ 一度登録した内容は [削除] したり，[材料No.] を変更しないで下さい。変更した場合，入

力データとの関連に不具合が発生する場合があります。 

⚫ [材料登録] の情報は，自動的に「GEO-W2013.MAS」のファイルに書き込まれます。ただし，

[GEO-W2013.MAS]を他のファイルに変更することができます。その場合，既存入力データと

の関連に注意して下さい。 

 

 登録ファイルを開く 

⚫ [登録ファイルを開く]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

⚫ 材料登録ファイル[GEO-W2013.MAS]とは別な材料登録ファイルを利用したい場合使用しま

す。 

 
 

【注意】 本プログラムを立ち上げると直前に使用した材料登録ファイルを読み，材料登録

データをセットします。材料登録ファイルを複数作成することは，混乱をきたし

ますので，材料登録ファイルは[GEO-W2013.MAS]のみにすることをお勧めしま

す。 
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 補強材の材料登録 

⚫ [補強材の材料登録]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ 最大登録材料数は９９材料まで登録できます。 

⚫ [材料名称]，[材料規格]，[材料単価]を入力します。これらの項目は必ず入力する必要があ

ります。 

⚫ [材料名称]は１２文字以内で入力して下さい。 

⚫ [材料規格]は８文字以内で入力して下さい。 

⚫ [Ｔmax]，[Ｆcr]，[ＦD]，[ＦC]，[ＦB]，[ＴA]に値を入力します。 

⚫ [材料登録ファイル名]ボタンをクリックすると，下図の画面が表示されます。材料登録ファ

イル名を入力し[保存]ボタンをクリックします。 
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⚫ [ＯＫ]ボタンをクリックすると，自動的に[材料登録ファイル名]で指定した材料登録ファイ

ルに書き込まれ，初期画面に戻ります。 

⚫ [キャンセル]ボタンをクリックすると，データを変更しないで初期画面に戻ります。 

⚫ [編集]メニューをクリックすると，行の削除，行の挿入などが行えます。 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 
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２.４ 設計条件 

⚫ [設計条件]メニューをクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示されます。 

⚫ [基本条件]メニューから下方向に順次入力して行きます。 

⚫ 入力し終わった項目には「∨」マークが付きます。 

 

 基本条件 

⚫ [基本条件]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。[基本条件]タブが選択

された状態で表示されます。 

 

⚫ [計算名称]は設計計算書の表紙に印字されます。 

⚫ [適用]において，壁面の勾配が1：0.6より急勾配の場合，[補強土壁]を選択して下さい。の

り面の勾配が1：1.0～1：0.6の場合，[補強盛土]を選択して下さい。工法により異なる項目

はヘルプの画面を参照して下さい。 

⚫ [盛土高さ]は補強材の敷設範囲を表わします。盛土ののり尻（基礎地盤）からの盛土高さを

入力して下さい。 

【注意】後に入力する盛土の座標データと矛盾しない値を入力して下さい。 
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【盛土高さＨの入力例１】 

下段に急勾配補強盛土（盛土１），上段に緩勾配補強盛土（盛土２）がある場合，上

段と下段に分けて補強材配置を検討し，後で合わせて全体安定検討を行う入力例 

 

入力例１-(1/3) 盛土１の補強材を敷設する。    入力例１-(2/3) 盛土２の補強材を敷設す

る。 

 

 

入力例１-(3/3) 盛土１，盛土２の補強材を入れて全体安定検討を行う。 

 

【盛土高さＨの入力例２】 

下段に急勾配補強盛土（盛土１），上段に緩勾配補強盛土（盛土２）がある場合，上

段と下段の補強材配置を同時に検討する入力例 

 

 

  

Ｈ 盛土１ 

盛土２ 

Ｈ 

盛土１ 

盛土２ 

Ｈ 盛土１ 

盛土２ 
Ｈ 

盛土１(基礎地盤として入力する) 

盛土２ 
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⚫ [基本締固め層厚]ｖo = 通常 20～25 cm を入力して下さい。 

⚫ [無補強時]をチェックすることにより「無補強時の安定検討」を行うことができます。 

⚫ [補強時] をチェックすることにより「内的安定検討」「外的安定検討」「全体安定検討」

を行うことが出来ます。 

⚫ [常時]チェックすることにより，常時の場合の「無補強時の安定検討」および「内的安定検

討」「外的安定検討」「全体安定検討」を行うことができます。 

⚫ [地震時] チェックすることにより，地震時の場合の「無補強時の安定検討」および「内的

安定検討」「外的安定検討」「全体安定検討」を行うことができます。 

⚫ [設計安全率]のデフォルト値は，「設計・施工マニュアル」に記載されている値です。 

⚫ [壁面工および補強材の配置]タブをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [壁面工の形式] ； 壁面工の形式を選択して下さい。 

⚫ [最下段の補強材の配置] ； 底面に補強材を敷設しない場合，[しない]を選択します。 

  底面に補強材を敷設する場合，[する]を選択し，図のテキ 

  ストボックスに底面と補強材の距離を入力して下さい。 
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⚫ [キャンセル]ボタンをクリックすると入力したデータをキャンセルして初期画面に戻りま

す。 

⚫ [戻る]ボタンをクリックするとデータをセットして前画面に戻ります。 

⚫ [次へ]ボタンをクリックするとデータをセットして次画面に行きます。 

⚫ [ＯＫ]ボタンをクリックするとデータをセットして初期画面に戻ります。 

【注意】これらのボタンは，以降の画面において同様の処理となります。 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 
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 盛土座標 

⚫ [盛土座標]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ 盛土座標データはセル内で入力します。 

⚫ Ｘ座標は，Ｘi≦ Ｘi+1 の値を入力して下さい。Ｘi＞Ｘi+1 の値の場合，円弧すべり計算

でエラーになります。 

⚫ 盛土座標の直下（から基礎地盤線の直上まで）が後で入力する[盛土の設計土質定数]になり

ます。 

⚫ [画面縮]ボタンをクリックすると，入力画面が小さくなります。 

⚫ [画面拡]ボタンをクリックすると，入力画面が大きくなります。 

【注意】これらのボタンは，以降の画面において同様の処理となります。 

⚫ [編集]メニューをクリックすると，行の削除，行の挿入などが行えます。 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 
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⚫ [確認図]ボタンをクリックすると，選択している盛土層の地盤線が「赤色」で表示されま

す。 
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 基礎地盤座標 

⚫ [基礎地盤座標]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ 基礎地盤座標データはセル内で入力します。 

⚫ Ｘ座標は，Ｘi≦ Ｘi+1 の値を入力して下さい。Ｘi＞Ｘi+1 の値の場合，円弧すべり計算

でエラーになります。 

⚫ 入力している基礎地盤線の直下（から次の地盤線の直上まで）が後で入力する[基礎地盤の

設計土質定数]になります。 

⚫ 基礎地盤の層を追加する場合，[地層番号]コンボボックスのリスト[新規]をクリックし，

Ｘ，Ｙ座標を入力して下さい。 
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⚫ 既に入力している２層目の基礎地盤を表示する場合，[地層番号]コンボボックスのリスト

[２]をクリックして下さい。セルに２層目の基礎地盤座標が表示されます。 

 

⚫ [編集]メニューをクリックすると，層の削除，層の挿入，行の削除，行の挿入などが行えま

す。 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 
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⚫ [確認図]ボタンをクリックすると，選択している地層の地盤線が「赤色」で表示されます。 
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 掘削形状 

⚫ [掘削形状]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

  

⚫ 基礎地盤（地山）を掘削する場合，掘削形状を入力します。 

⚫ 掘削形状データはセル内で入力します。 

⚫ 掘削形状データにより基礎地盤座標はプログラム内で再設定されます。 

⚫ 入力した掘削形状が基礎地盤（地山）の形状と重ならない場合（掘削すべき地山が見つから

ない場合），計算時にエラーメッセージが表示されるので，[掘削形状]チェックボックスを

オフにして下さい。 

⚫ [掘削形状]をチェックすると，基礎地盤を掘削します。掘削しない場合はオフにします。 

⚫ [掘削勾配]において，[土質毎に定める]を選択した場合，[設計土質定数]画面で設定した掘

削勾配で土層毎に掘削形状が決定されます。[固定する]を選択した場合，入力した掘削勾配

で掘削形状が決定されます。 

⚫ [編集]メニューをクリックすると，行の削除，行の挿入などが行えます。 
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⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 

 

⚫ [確認図]ボタンをクリックすると，掘削線が「ピンク色」で表示されます。 
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 地下水位線座標 

⚫ [地下水位線座標]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [水位線の考慮（内的安定・残留水位）］をチェックすると，内的安定のジオテキスタイル

の引張力の算出において，残留水圧を考慮した結果を算出します。 

⚫ [壁面材の前面の水位］[壁面材の背面の水位］は壁面材下端からの高さを入力してくださ

い。これらの水位差が残留水位差となります。 

⚫ [水の単位体積重量］のデフォルト値は，「設計・施工マニュアル」に記載されている値で

す。 

⚫ [水位線の考慮（外的安定・円弧すべり計算用）］をチェックすると，外的安定の仮想擁壁

の自重，全体安定の円弧すべり計算に浮力を考慮した結果を算出します。 

⚫ [水位線の考慮（外的安定・円弧すべり計算用）］において，［地下水位線をＸ，Ｙ座標値

で入力］を選択した場合，地下水位線を座標で入力することが可能になります。地下水位線

より上側が空中，下側が水中の土層になります。 

⚫ [水位線の考慮（外的安定・円弧すべり計算用）］において，［土質定数γ，γ'で入力］を

選択した場合，[設計土質定数]のγ'の値に水中単位体積重量（γ'<γ）を入力した層は自

動的に水中の層と見なします。 

⚫ [編集]メニューをクリックすると，行の削除，行の挿入などが行えます。 
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⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 

 

⚫ [確認図]ボタンをクリックすると，地下水位線が「水色」で表示されます。 
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 設計土質定数 

⚫ [設計土質定数]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [常時，地震時の土質材料の設計定数を別々に入力する]をチェックした場合，常時と地震時

の土質材料の設計定数を別々に入力できます。 

 

⚫ 盛土材料および基礎地盤材料の設計定数を入力します。 

⚫ [すべり通過]をチェックした場合，円弧すべり線が層を通過します。チェックしない場合，

円弧すべり線が層を通過しません。コンクリート構造物等の円弧すべり線が通過しない層に

対して指定します。 

⚫ [補強材の敷設]をチェックした場合，層に補強材を敷設できます。チェックしない場合，そ

の土層には補強材は敷設できません。 

⚫ [外的安定]をチェックした場合，試行くさびのすべり線がその地山に入ります。チェックし

ない場合，外的安定検討時の試行くさびのすべり線がその地山には入りません。  

⚫ [仮定値]をチェックした場合，[ｃ]=0.00(kN/m2)，[φ]=25，30，35(°) より選択します。

全体安定の円弧すべり計算時のみ，[ｃ]=10.00(kN/m2) として計算されます。チェックしな

い場合，土質試験より算出した値を入力してください。 
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⚫ [γ'（土の水中単位体積重量）] 

(1)［基本条件－地下水位線座標］において[水位線の考慮（外的安定・円弧すべり計算

用）］をチェックしなかった場合，γ' =γ を入力して下さい｡ 

(2)［基本条件－地下水位線座標］において［地下水位線をＸ，Ｙ座標値で入力］を選択し

た場合，地下水位線より下側に層がある場合，土の水中単位体積重量γ' <γ を入力し

て下さい｡プログラム内で自動的に層を分けます。 

(3)［基本条件－地下水位線座標］において［土質定数γ，γ'で入力］を選択した場合，

層が空中の場合，γ'=γ を入力して下さい｡層が水中の場合，土の水中単位体積重量γ

'<γ を入力して下さい｡ 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 
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 設計外力 

⚫ [設計外力]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ 雪荷重および鉛直荷重としての設計外力を入力します。 

⚫ 雪荷重を入力する場合，[雪荷重]をチェックして，[Ｗs]に雪荷重の値を入力して下さい。

雪荷重は死荷重として地表面の全面に作用します。 

⚫ 「活荷重」，「死荷重」の選択は，セル内の▼をクリックし，「活荷重」または「死荷重」

を選択して下さい。 

⚫ 左端Ｘ座標（ＸL）と右端Ｘ座標（ＸR）の値が等しい場合，集中荷重として取り扱います。

集中荷重の単位は (kN/m) です。 

⚫ 左端Ｘ座標（ＸL）＜右端Ｘ座標（ＸR）の場合，等分布荷重として取り扱います。等分布荷

重の単位は (kN/m2) です。 

⚫ [編集]メニューをクリックすると，行の削除，行の挿入などが行えます。 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 
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⚫ [確認図]ボタンをクリックすると，選択している荷重が「赤色」で表示されます。 
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 設計水平震度 

⚫ [設計水平震度]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ 設計水平震度の計算で[計算する]を選択した場合，[地盤種別] [地域区分]をクリックする

と，[標準設計水平震度]の値が「設計・施工マニュアル」に記載されている値に変わりま

す。[標準設計水平震度]の値は任意の値を入力することが可能です。 

⚫ 設計水平震度の計算で[入力する]を選択した場合，設計水平震度の値を直接入力します。 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 

 

  



 ２-３０ 

２.５ 無補強時 

⚫ [無補強時]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

 無補強時の円弧すべり計算 

⚫ [円弧すべり計算[常 時]] [円弧すべり計算[地震時]]メニューをクリックすると，下図の

画面が表示されます。 

 

⚫ 常時と地震時は同一画面です。以下に常時の場合を例に説明します。 

⚫ [条件]メニューは，円弧すべり線の指定を行います。円弧すべり線は，次の３方法がありま

す。 

・ 指定した点を通る円弧すべり線  ···  ポイント法 

・ 指定した直線に接する円弧すべり線  ···  ベース法 

・ 指定した半径での円弧すべり線  ···  Ｒ法 

⚫ [計算]メニューは，円弧すべり計算により，安全率を計算します。 

⚫ [表示]メニューは，計算した円弧図，および計算結果の安全率分布表を表示します。 

⚫ [ズーム]メニューは，図の拡大を行います。 
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(1) [条件]メニュー  

⚫ [条件]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。[ポイ

ント法]，[ベース法]，[Ｒ法]のどれかをクリックして下さい。（通常，ポイント法で

す。） 

 

⚫ [ポイント法]メニューをクリックした場合，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [編集]メニューをクリックすると，行の削除，行の挿入などが行えます。 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 
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⚫ [ベース法]メニューをクリックした場合，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [編集]メニューをクリックすると，行の削除，行の挿入などが行えます。 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 
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⚫ [Ｒ法]メニューをクリックした場合，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 
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(2) [計算]メニュー  

⚫ [計算]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [最小安全率の検索]をチェックした場合，格子中心座標を移動し最小安全率を検索します。

チェックしない場合，指定した格子中心座標における安全率のみの計算ます。 

⚫ リストの中から[計算書]の[出力]または[なし]を選択することが可能です。[出力]を選択し

た場合，「設計計算書」に出力されます。[なし]の場合，「設計計算書」に出力されませ

ん。 

⚫ [格子中心座標]については，格子中心のＸ座標，Ｙ座標を入力します。通常０．５ｍ単位で

入力します。[最小安全率の検索]をチェックしている場合，次に計算する格子中心座標が自

動的にセットされます。 

⚫ [格子ピッチ]については，リスト項目をクリックすることにより，Ｘ方向，Ｙ方向の格子ピ

ッチを入力します。 

【参考】[無補強時]の場合，通常，０．５ｍを入力します。 

⚫ [格子点数]については，矢印ボタンをクリックすることにより，Ｘ方向，Ｙ方向の格子点数

を入力します。 

【参考】[無補強時]の場合，通常，７を入力します。 

⚫ [格子中心座標履歴]については，計算するたびに格子中心のＸ座標，Ｙ座標，および安全率

の履歴がリスト内に順次記入されます。上から順に新しい計算がならびます。項目をクリッ

クすることにより，格子中心座標を元に戻すことができます。 
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⚫ [ネバーカットラインの考慮]にチェックし，[ライン設定]ボタンをクリックすると，下図の

画面が表示されます。円弧すべり線が通過しないラインの設定が可能です。 

 

⚫ [カットラインの考慮]をチェックし，[ライン設定]ボタンをクリックすると，下図の画面が

表示されます。設定したラインに交差する全ての円弧すべり線が計算されます。 
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⚫ [連続計算]ボタンをクリックすると，[格子ピッチ] [格子点数]を全てのケースに設定し，

最小安全率が算出されるまで円弧すべり計算が実行されます。 

⚫ [計算実行]ボタンをクリックすると，円弧すべり計算が実行されます。計算結果はメッセー

ジバーに表示されます。各メッセージに対する対応を参考にして検索・検討して下さい。 

メ ッ セ ー ジ 例 対    応 

格子範囲での最小安全率が検索されま

した。 

Ｆsmin = #.### ≧ Ｆsa = 1.20 

格子のピッチや格子点数を変えて最小安全率

が確実に検索できたか，再度検討してくださ

い。最終的な検討結果がこのメッセージなら

ば検討終了です。補強の必要はありません。 

格子範囲での最小安全率が検索されま

した。 

Ｆsmin = #.### ＜ Ｆsa = 1.20 

補強が必要です。 

「計算実行」を継続して下さい。 

Ｆs = #.### ≧ Ｆsa = 1.20 

まだ検索途中です。[計算実行]ボタンをクリ

ックして下さい。 

Ｆs = #.### ≧ Ｆsa = 1.20 

「最小安全率を検索」して下さい。 

[最小安全率を検索]チェックボックスをオン

にして最小安全率を検索して下さい。 

Ｆs = #.### ＜ Ｆsa = 1.20 

補強が必要です。 

安全率が設計値以下なので，補強が必要で

す。 

⚫ [計算中止]ボタンをクリックすると，円弧すべり計算を途中で中止します 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 
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(3) [表示]メニュー  

⚫ [表示]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

⚫ [円弧図]を選んだ場合，コンボボックスのリストに[最小安全率]，[ポイントＮｏ．で最

小]，[ポイントＮｏ．の全体]，[計算箇所全体]が表示されます。 

・[最小安全率] ；最小安全率が発生する円弧図を表示します。 

・[ポイントＮｏ．で最小] ；ポイントＮｏ．最小安全率の円弧図を表示します。 

・[ポイントＮｏ．の全体] ；ポイントＮｏ．格子全体の円弧図を表示します。 

・[計算箇所全体] ；計算個所全体の円弧図を表示します。 

⚫ 計算安全率が設計安全率を満たしていない場合，円弧図は赤色で表示されます。 
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⚫ [分布表]を選んだ場合下図が表示されます。 

⚫ コンボボックスのリストに[ポイントＮｏ中で最小]，[ポイントＮｏ．]が表示されます。 

・[ポイントＮｏ中で最小] ；ポイントＮｏ．の中で最小安全率を表示します。 

・[ポイントＮｏ．] ；ポイントＮｏ．の安全率分布表を表示します。 

 

(4) [ズーム]メニュー  

⚫ [ズーム]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

⚫ [拡大]メニューを選んだ場合，拡大する範囲をマウスでドラッグし拡大します。[全体]メニ

ューを選んだ場合，全体図が表示されます。 
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２.６ 内的安定 

⚫ [内的安定]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

⚫ 初めに[必要補強引張力]の算出，次に補強材の敷設設計として[材料選定・敷設間隔]および

[敷設長]を検討します。 

 必要補強引張力 

⚫ 無補強時で検討した円弧すべりの設計安全率に対する不足分を補強材の引張力で補うため，

必要補強引張力（不足抵抗力）の算出を行います。 

⚫ [必要補強引張力[地震時]]の検討を行うには，[必要補強引張力[常 時]]の検討結果が必要

となります。したがって，[必要補強引張力[常 時]]の検討は，必ず行う仕様となっており

ます。 

⚫ [必要補強引張力]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ 常時と地震時は同一画面です。以下に常時の場合を例に説明します。 

⚫ [条件]メニューは，指定出来ません。円弧すべり線はポイント法で補強土壁ののり尻に固定

しています。 

⚫ [計算]メニューは，円弧すべり計算により，必要補強引張力を計算します。 

⚫ [表示]メニューは，計算した円弧図，および計算結果の必要補強引張力分布表を表示しま

す。 

⚫ [ズーム]メニューは，図の拡大を行います。 
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(1) [条件]メニュー  

⚫ 指定出来ません。 

(2) [計算]メニュー  

⚫ [計算]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [最大必要引張力の検索]をチェックすると，最大必要引張力の検索を行います。 

⚫ [格子中心座標] については，格子中心のＸ座標，Ｙ座標を入力します。通常０．５ｍ単位

で入力します。[最大必要引張力の検索]チェックボックスをオンにしている場合，次に計算

する格子中心座標が自動的にセットされます。 

⚫ [格子ピッチ] については，リスト項目をクリックすることにより，Ｘ方向，Ｙ方向の格子

ピッチを入力します。 

【参考】[最大必要引張力の検索]の場合０．５ｍとします。格子中心座標が盛土から遠い位

置に移動した場合，１．０ｍ，２．０ｍなどの値を入力します。最大必要引張力が検索され

たら０．５ｍピッチを最終的にセットする方が良いでしょう。 

⚫ [格子点数] については，矢印ボタンをクリックすることにより，Ｘ方向，Ｙ方向の格子点

数を入力します。 

【参考】[最大必要引張力の検索]の場合，３～１５を入力します。 

⚫ [格子中心座標履歴]については，計算するたびに格子中心のＸ座標，Ｙ座標，および必要引

張力の履歴がリスト内に順次記入されます。上から順に新しい計算がならびます。項目をク

リックすることにより，格子中心座標を元に戻すことができます。 
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⚫ [連続計算]ボタンをクリックすると，最大必要引張力が算出されるまで，円弧すべり計算が

実行されます。 

⚫ [計算実行]ボタンをクリックすると，円弧すべり計算が実行されます。計算結果はメッセー

ジバーに表示されます。[最大必要引張力の検索]チェックボックスをオンにしている場合，

下表のメッセージが表示されます。各メッセージに対する対応を参考にして検索・検討して

下さい。 

メ ッ セ ー ジ 例 対    応 

「計算実行」を継続して下さい。 

 ΣＴreq = #.### kN/m 

[計算実行]ボタンを再度クリックします。格

子の中心座標は，直前に計算された必要引張

力の内，最大値が発生する円弧中心の座標が

自動的にセットされます。 

格子範囲での最大必要引張力が検索さ

れました。 

(ΣＴreq)max = #.###  

格子のピッチや格子点数を変えて最大必要引

張力が確実に検索できたか，確認する必要が

あります。 

⚫ [計算中止]ボタンをクリックすると，円弧すべり計算を途中で中止します 

(3) [表示]メニュー  

⚫ [表示]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

⚫ [円弧図]を選んだ場合，コンボボックスに[最大必要引張力]，[ポイントＮｏ．１]が表示さ

れます。 

・[最大必要引張力] ；最大必要引張力が発生する円弧図を表示します。 

・[ポイントＮｏ．１] ；ポイントＮｏ．１の全体の円弧図を表示します。 
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⚫ 必要引張力が大きい個所の円弧図は赤色で表示されます。 

 

⚫ [分布表]を選んだ場合下図が表示されます。 

 

(4) [ズーム]メニュー  

⚫ [無補強時]と同一です。[無補強時]を参照して下さい。 
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 材料選定・敷設間隔 

⚫ [材料選定・敷設間隔]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [材料選定]ボタンをクリックすると，「材料登録ファイル」に登録されている材料を参照し

て，材料を選択することができます。 

 

⚫ [参考設計の計算]ボタンをクリックすると，選定した材料で参考設計の計算を行います。 

⚫ [参考設計を使用]ボタンをクリックすると，使用材料および敷設間隔を参考設計と同じにし

ます。 
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⚫ [参考設計表示]をチェックすると，参考設計を表示します。 

⚫ [材料規格]には，[材料選定]ボタンから選んだ材料がリストとして表示されますので，その

中から選択します。 

 

⚫ 敷設間隔を[設計条件-基本条件]で入力した[基本締固め層厚（ｖo）]の[整数倍]で入力しま

す。 

⚫ 壁面強化材の配置する場合，[最下段敷設位置][敷設間隔]を設定することで、自動で配置し

ます。敷設間隔が広く、全ての壁面材に対して補強材を設置していない場合、壁面強化材の

設置が必要となります。壁面強化材を敷設しない場合は、基本締固め層厚の整数倍ｎ値を０

にしてください。 

 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 

 

  



 ２-４５ 

⚫ [確認図]ボタンをクリックすると，入力した補強材の配置図が表示されます。 

 



 ２-４６ 

 敷設長 

⚫ [敷設長]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [同長]をチェックした場合，任意の位置の敷設長を入力し「Enrer」キーを押すと，全ての

敷設長が入力した値で設定されます。オフにした場合，任意の位置の敷設長が個々に入力で

きます。 

⚫ 補強材は[設計土質定数－補強材の敷設]においてチェックしていない基礎地盤内には敷設で

きません。基礎地盤の位置より長い敷設長を入力した場合，プログラムで自動的に敷設長を

カットします。 

⚫ [必要同長敷設長]ボタンをクリックすると，下図の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをク

リックすると，必要同長敷設長を表示し，敷設長を初期敷設長に再設定します。 

 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 

 

  



 ２-４７ 

⚫ [確認図]ボタンをクリックすると，入力した敷設長での配置図が表示されます。 

 

 



 ２-４８ 

２.７ 外的安定 

⚫ [外的安定]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

 外的安定の設計条件 

⚫ [外的安定の設計条件]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [検討項目の選択]について，検討したい項目についてはチェックしてください。[壁面工の

下端に対する支持力の検討]については，[基本条件－壁面工の形式]において，「パネル」

もしくは「ブロック」を選択した場合のみ検討が可能です。「滑動・転倒」については，常

に検討を行います。 

⚫ [設計水平震度の補正係数]のデフォルト値は，「設計・施工マニュアル」に記載されている

値です。外的安定に考慮する設計水平震度に入力した補正係数を考慮します。 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 

 

 

  



 ２-４９ 

 滑動・転倒・支持力（盛土直下）に対する検討 

⚫ [滑動・転倒・支持力（盛土直下）に対する検討]メニューをクリックすると，下図の画面が

表示されます。[滑動・転倒・支持力]タブが選択された状態で表示されます。 

 

⚫ [仮想擁壁幅]については，検討を行う仮想擁壁の幅を入力します。 

⚫ [すべり基準高さ]については，試行くさびのすべり線の開始高さを入力します。 

⚫ [裏込土（試行くさび計算用）]については，試行くさび計算に用いる土質定数を入力しま

す。[設計条件]で入力した層の[設計土質定数]の値にかかわらず試行くさび計算に入力値が

使用されます。 

⚫ [地山切土面]については，２直線すべりの時，すべり線が地山と交わる場合の地山との境界

における壁面摩擦角および粘着力を入力します。 

⚫ [盛土直下の地盤条件]については，極限支持力度の算出に使用する地盤の情報を入力しま

す。 

⚫ [許容支持力度]については，[計算する]を選択した場合，算出した極限支持力度を用いて支

持力に対する安定の検討を行います。[入力する]を選択した場合，入力した許容支持力度を

用いて支持力に対する安定の検討を行います。[なし]を選択した場合，鉛直地盤反力度のみ

算出します。 

【注意】極限支持力度を算出する場合，支持力係数の寸法効果を考慮します。 

⚫ [計算実行]ボタンをクリックすると，[検討結果]に値が表示されます。検討結果が許容値を

超えている場合，背景が「赤色」で表示されます。 

  



 ２-５０ 

⚫ [対策工]タブをクリックすると，下図の画面が表示されます。[外的安定の設計条件]の[盛

土直下対策工の支持に対する検討]にチェックした場合，[対策工]の検討が行えます。 

 

⚫ [基礎の深さ]については，仮想擁壁下端からの対策工底面までの深さを入力します。 

⚫ [荷重の分散角度]については，支持力に対する検討に用いる対策工の底面幅の算出に使

用します。[対策工の前面幅][対策工の背面幅]より算出した底面幅と比較し，値の小さい

底面幅を用いて支持力に対する検討を行います。 

⚫ [前面掘削勾配][背面掘削勾配][対策工の前面幅][対策工の背面幅]については，ヘルプ画面

を参照ください。 

⚫ [対策工の土質定数]については，盛土直下の支持力に対する検討に基礎地盤の土質定数とし

て使用されます。また，[全体安定]の円弧すべり計算にも考慮されます。 

⚫ [対策工直下の地盤条件]については，極限支持力度の算出に使用する地盤の情報を入力しま

す。 

⚫ [許容支持力度]については，[計算する]を選択した場合，算出した極限支持力度を用いて支

持力に対する安定の検討を行います。[入力する]を選択した場合，入力した許容支持力度を

用いて支持力に対する安定の検討を行います。[なし]を選択した場合，鉛直地盤反力度のみ

算出します。 

【注意】極限支持力度を算出する場合，支持力係数の寸法効果を考慮します。 



 ２-５１ 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 

 

⚫ [確認図]ボタンをクリックすると，外的安定の検討結果図が表示されます。 

 

 

 

  



 ２-５２ 

 支持力（壁面直下）に対する検討 

⚫ [支持力（壁面直下）に対する検討]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されま

す。 

 

⚫ [基礎コンクリート]については，[基礎コンクリートの幅][ 基礎コンクリートの高さ][単位

体積重量]を入力します。 

⚫ [壁面材の重量]については，基礎コンクリートに作用する壁面材の重量を入力します。 

⚫ [壁面材の摩擦角]については，常時および地震時における壁面材との摩擦抵抗角を入力しま

す。 

⚫ [壁面直下の地盤条件]については，極限支持力度の算出に使用する地盤の情報を入力しま

す。 

⚫ [許容支持力度]については，[計算する]を選択した場合，算出した極限支持力度を用いて支

持力に対する安定の検討を行います。[入力する]を選択した場合，入力した許容支持力度を

用いて支持力に対する安定の検討を行います。[なし]を選択した場合，鉛直地盤反力度のみ

算出します。 

【注意】極限支持力度を算出する場合，支持力係数の寸法効果を考慮します。 

⚫ [計算実行]ボタンをクリックすると，[検討結果]に値が表示されます。検討結果が許容値を

超えている場合，背景が「赤色」で表示されます。 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 

 



 ２-５３ 

２.８ 全体安定 

⚫ [全体安定]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

 補強時の円弧すべり計算 

⚫ [円弧すべり計算[常 時]] [円弧すべり計算[地震時]]メニューをクリックすると，下図の

画面が表示されます。 

 

⚫ 常時と地震時は同一画面です。以下に常時の場合を例に説明します。 

⚫ 最後に補強後の[円弧すべり計算]において安全率の照査を行います。補強後の安全率が設計

値を満足しない場合，敷設長の延長や場合によっては敷設間隔，使用材料の変更が必要で

す。 

⚫ [条件]メニューは，円弧すべり線の指定を行います。円弧すべり線は次の３方法がありま

す。 

・ 指定した点を通る円弧すべり線  ····  ポイント法 

・ 指定した直線に接する円弧すべり線  ····  ベース法 

・ 指定した半径での円弧すべり線  ····  Ｒ法 

⚫ [計算]メニューは，円弧すべり計算により，安全率を計算します。 

⚫ [表示]メニューは，計算した円弧図，および計算結果の安全率分布表を表示します。 

⚫ [ズーム]メニューは，図の拡大を行います。 



 ２-５４ 

(1) [条件]メニュー  

⚫ [無補強時]と同一です。[無補強時]を参照して下さい。 

(2) [計算]メニュー  

⚫ [計算]メニューをクリックして下さい。 

 

⚫ [最小安全率の検索]をチェックした場合，格子中心座標を移動し最小安全率を検索します。

チェックしない場合，指定した格子中心座標における安全率のみの計算ます。 

【参考】[補強時]の場合オンにして，最小安全率の検索を行います。 

⚫ リストの中から[計算書]の[出力]または[なし]を選択することが可能です。[出力]を選択し

た場合，「設計計算書」に出力されます。[なし]の場合，「設計計算書」に出力されませ

ん。 

⚫ [格子中心座標]については，格子中心のＸ座標，Ｙ座標を入力します。通常０．５ｍ単位で

入力します。[最小安全率の検索]をチェックしている場合，次に計算する格子中心座標が自

動的にセットされます。 

⚫ [格子ピッチ]については，リスト項目をクリックすることにより，Ｘ方向，Ｙ方向の格子ピ

ッチを入力します。 

【参考】[補強時]の場合，０．５～２．０ｍで検討し，最小安全率が検索されたら最後に

０．５ｍとします。 

⚫ [格子点数]については，矢印ボタンをクリックすることにより，Ｘ方向，Ｙ方向の格子点数

を入力します。 

【参考】[補強時]の場合，始め１５で広範囲に検討し，最小安全率が検索されたら，計算時

間短縮のため最後に７を入力します。 

⚫ [格子中心座標履歴]については，計算するたびに格子中心のＸ座標，Ｙ座標，および安全率

の履歴がリスト内に順次記入されます。上から順に新しい計算がならびます。項目をクリッ

クすることにより，格子中心座標を元に戻すことができます。 

  



 ２-５５ 

⚫ [ネバーカットラインの考慮]にチェックし，[ライン設定]ボタンをクリックすると，下図の

画面が表示されます。円弧すべり線が通過しないラインの設定が可能です。 

 

⚫ [カットラインの考慮]をチェックし，[ライン設定]ボタンをクリックすると，下図の画面が

表示されます。設定したラインに交差する全ての円弧すべり線が計算されます。 

 

  



 ２-５６ 

⚫ [連続計算]ボタンをクリックすると，[格子ピッチ] [格子点数]を全てのケースに設定し，

最小安全率が算出されるまで円弧すべり計算が実行されます。 

⚫ [計算実行]ボタンをクリックすると，円弧すべり計算が実行されます。計算結果はメッセー

ジバーに表示されます。各メッセージに対する対応を参考にして検索・検討して下さい。 

メ ッ セ ー ジ 例 対    応 

「計算実行」を継続して下さい。 

 Ｆs = #.###＞ 1.20 

[計算実行]ボタンを再度クリックします。 

格子の中心座標は，直前に計算された安全率

の内，最小値が発生する円弧中心の座標が自

動的にセットされます。 

格子範囲での最小安全率が検索されま

した。 

Ｆsmin = #.### ≧ Ｆsa = 1.20 

格子のピッチや格子点数を変えて最小安全率

が確実に検索できたか，再度検討してくださ

い。最終的な検討結果がこのメッセージなら

ば検討終了です。 

Ｆs = #.### ＜ Ｆsa = 1.20 

「敷設長」,「敷設間隔または使用材

料」を変更して下さい。 

安全率(Ｆs)が設計値(Ｆsa)に近い場合，[敷

設長]ボタンをクリックして敷設長を延長して

下さい。安全率(Ｆs)がかなり小さい場合，

[間隔・材料]ボタンをクリックして敷設間隔

を小さくするか，場合によっては，使用材料

を変更して下さい。 

最小安全率の検索終了。 

Ｆsmin = #.### ＜ Ｆsa = 1.20 

補強との組み合わせ不可，他工法の検

討が必要です。 

敷設長の延長，敷設間隔の減少，強度を増し

た補強材料を使用しても安全率が満足しない

場合，他の工法の検討が必要です。 

⚫ [敷設長]ボタンをクリックすると，下図の画面が表示されます。 敷設長を変更する場合，

クリックします。下図の画面[補強材の敷設長]が表示されます。敷設長を変更後，[ＯＫ]ボ

タンや[戻る]ボタンをクリックすると敷設長の値をセットして元の画面に戻ります。[キャ

ンセル]ボタンをクリックすると，変更前の敷設長のまま元の画面に戻ります。敷設長を変

更した場合，再度円弧すべり計算を行い最小安全率を検索します。 

 

 



 ２-５７ 

⚫ [間隔・材料]ボタンをクリックすると，下図の画面が表示されます。補強材の敷設間隔

または使用材料を変更する場合クリックします。 

データを変更後，[ＯＫ]ボタンまたは[次へ]ボタンをクリックすると新しいデータをセ

ットして[補強材の敷設長]画面に行きます。[キャンセル]ボタンをクリックすると，変

更前のデータのまま元の画面に戻ります。 

データを変更した場合，敷設長を再セットし後，再度円弧すべり計算を行い最小安全率

を検索します。 

最終的な[材料選定]および[敷設長]の決定は，常時および地震時の円弧すべり計算を行

い最小安全率がすべての位置で設計安全率を満たす必要があります。 

 

⚫ [計算中止]ボタンをクリックすると，円弧すべり計算を途中で中止します 

(3) [表示]メニュー  

⚫ [無補強時]と同一です。[無補強時]を参照して下さい。 

(4) [ズーム]メニュー  

⚫ [無補強時]と同一です。[無補強時]を参照して下さい。 



 ２-５８ 

 その他の補強材 

⚫ 上載盛土に補強材を敷設する場合，別プログラムＧＥＯ－Ｅ2013で上載盛土の補強材の配置

を検討した後，本プログラムにその配置を入力することにより補強土壁と上載盛土を一体と

して全体安定検討の円弧すべり計算を行います。 

⚫ [その他の補強材配置]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

⚫ [その他の補強材]をチェックし，各データを入力できます。 

⚫ [材料規格]として，敷設する材料をリストの中から選択します。 

⚫ [補強材敷設土層番号]をリストの中から選択します。[設計土質定数]において[補強材の敷

設]に○を入力した土層のみリストに表示されます。 

 

 

⚫ 敷設条件として，[基準点からの鉛直距離][補強材の間隔][補強材配置本数][補強材長]を入

力してください。 

  



 ２-５９ 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，ヘルプ画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリック

することにより，元の画面に戻ります。 

 

⚫ [確認図]ボタンをクリックすると，その他の補強材を含む補強材が表示されます。 

 

 



 ２-６０ 

 その他の補強材を含む補強時の円弧すべり計算 

⚫ その他の補強材を含む補強時の全体安定検討の円弧すべり計算を行います。 

⚫ [円弧すべり計算2[常 時]] [円弧すべり計算2[地震時]]メニューをクリックすると，下図

の画面が表示されます。 

 

⚫ [その他の補強材を考慮した場合の補強時・円弧すべり計算] 画面には，[条件]，[計算]，

[表示] および [ズーム]メニューがあります。これらの項目は[補強時・円弧すべり計算]と

同じです。 



 ２-６１ 

２.９ 表示 

⚫ [表示]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

 入力断面 

⚫ [入力断面]メニューをクリックすると，入力断面が表示されます。 

 

 



 ２-６２ 

 設計断面 

⚫ [設計断面]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

⚫ [補強材無] 

 

⚫ [補強材有] 

 



 ２-６３ 

 土質区分 

⚫ [土質区分]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。

[設計条件－盛土座標／基礎地盤座標／設計土質定数]メニューで入力した値より土質区分図

を表示します。 

 

⚫ [入力時] 

 

⚫ [円弧すべり] 

 



 ２-６４ 

 補強材配置 

⚫ [補強材配置]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。

[補強時－材料選定・敷設間隔／敷設長／その他の補強材配置]メニューで入力した補強材配

置を表示します。 

 

⚫ [主補強材] 

 

⚫ [その他補強材含む] 

 

  



 ２-６５ 

 無補強時－円弧図 

⚫ [無補強時－円弧図]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示され

ます。[無補強時－円弧すべり計算]メニューで計算した最小安全率の円弧図を表示します。 

 

⚫ [常時] [地震時]の円弧図を表示します。 

 

  



 ２-６６ 

 無補強時－分布表 

⚫ [無補強時－分布表]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示され

ます。[無補強時－円弧すべり計算]メニューで計算した最小安全率の分布表を表示します。 

 

⚫ [常時] [地震時]の分布表を表示します。 

 

  



 ２-６７ 

 最大引張力－円弧図 

⚫ [最大引張力－円弧図]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示さ

れます。[内的安定－必要補強引張力]メニューで計算した最大引張力の円弧図を表示しま

す。 

 

⚫ [常時ΣＴreq] [地震時ΣＴreqE]の円弧図を表示します。 

 

 

  



 ２-６８ 

 最大引張力－分布表 

⚫ [最大引張力－分布表]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示さ

れます。[内的安定－必要補強引張力]メニューで計算した最大引張力の分布表を表示しま

す。 

 

⚫ [常時ΣＴreq] [地震時ΣＴreqE]の分布表を表示します。 

 

 

  



 ２-６９ 

 外的安定 

⚫ [外的安定]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。

[外的安定－滑動・転倒・支持力（盛土直下）に対する検討]メニューで計算した試行くさび

計算結果を表示します。 

 

⚫ [常時] 

 

⚫ [地震時] 

 

  



 ２-７０ 

 円弧すべり－円弧図 

⚫ [円弧すべり－円弧図]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示さ

れます。[全体安定－円弧すべり計算]メニューで計算した最小安全率の円弧図を表示しま

す。 

 

⚫ [常時] [地震時]の円弧図を表示します。 

 

 



 ２-７１ 

 円弧すべり－分布表 

⚫ [円弧すべり－分布表]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示さ

れます。[全体安定－円弧すべり計算]メニューで計算した最小安全率の分布表を表示しま

す。 

 

⚫ [常時] [地震時]の分布表を表示します。 

 



 ２-７２ 

 円弧すべり(その他補強)－円弧図 

⚫ [円弧すべり(その他補強)－円弧図]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニ

ューが表示されます。[全体安定－円弧すべり計算2]メニューで計算した最小安全率の円弧

図を表示します。 

 

⚫ [常時] [地震時]の円弧図を表示します。 

 

 



 ２-７３ 

 円弧すべり(その他補強)－分布表 

⚫ [円弧すべり(その他補強)－分布表]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニ

ューが表示されます。[全体安定－円弧すべり計算2]メニューで計算した最小安全率の分布

表を表示します。 

 

⚫ [常時] [地震時]の分布表を表示します。 

 

 

  



 ２-７４ 

２.１０ ズーム 

⚫ [ズーム]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

 拡大 

⚫ [拡大]メニューをクリックし，表示されている図の拡大する部分をマウスでドラッグしま

す。 

 
 

 

 

 

ドラッグ開始 

ドラッグ終了

開始 



 ２-７５ 

 全体 

⚫ [全体]メニューをクリックすると，表示図の[全体]が表示されます。 

 
 



 ２-７６ 

２.１１ ヘルプ 

⚫ [ヘルプ]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

 バージョン情報 

⚫ [バージョン情報]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

 計算基準および参考文献 

⚫ [計算基準および参考文献]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

  



 ２-７７ 

 問い合わせ先 

⚫ [問い合わせ先]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製を禁ず 

 

ジオテキスタイル補強土壁・急勾配補強盛土設計システム    プログラム使用説明書 

平成４年10月    ＧＥＯ－Ｗ 

平成７年６月    ＧＥＯ－Ｗ2 

平成12年２月    ＧＥＯ－Ｗ2000 

平成14年２月    ＧＥＯ－Ｗ2002

平成25年12月    ＧＥＯ－Ｗ2013 

初版発行 

プログラム販売元 一般財団法人  土木研究センター 

〒110-0016  東京都台東区台東１丁目６－４(タカラビル) 

TEL 03-3835-3609     FAX 03-3832-7397 

設計・施工マニュアル作成 ジオテキスタイル補強土工法普及委員会 

プログラム作成 

 

問合せ先 

ジオテキスタイル補強土工法普及委員会 

＜開発元＞ 復建調査設計株式会社 

＜作成元＞ 株式会社  エフ・ケー・シー 

〒732-0052  広島市東区光町２丁目１１－３１ 

TEL 082-286-5177     FAX 082-286-5179 

 


